
町道北進幌延線

予
算
の
積
算
は
、
第
２
子
以
降
、

第
何
子
ま
で
積
算
さ
れ
て
い
る

の
か
。

村
上
主
幹　
過
去
の
出
産
等
の

実
績
と
出
産
予
定
者
等
も
踏
ま

え
て
、
第
２
子
が
10
名
、
第
３

子
が
３
名
、
第
４
子
が
２
名
、

第
５
子
以
降
は
０
名
と
積
算
し

た
。

《
衛
生
費
》

斎
賀
委
員　
不
妊
治
療
費
等
補

助
に
つ
い
て
、
体
外
受
精
20
万

円
、
顕
微
授
精
20
万
円
で
は
な

く
、
両
方
選
べ
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

藤
田
課
長　
内
部
で
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

《
農
林
水
産
費
》

斎
賀
委
員　
特
定
外
来
生
物
駆

除
の
今
年
度
の
計
画
は
。

桜
井
係
長　
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕

獲
２
百
頭
分
、
１
頭
に
つ
き
５

千
円
で
幌
延
町
猟
友
会
に
委
託

を
す
る
。

吉
原
委
員　
農
道
橋
梁
点
検
事

業
に
つ
い
て
、
大
き
な
穴
が
開

か
な
い
う
ち
に
箇
所
点
検
を
し
、

対
処
し
て
も
ら
い
た
い
。

桜
井
係
長　
我
々
も
把
握
し
き

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

発
見
し
た
時
は
連
絡
い
た
だ
い

て
、
確
認
す
る
等
の
処
理
を
し

て
い
く
。

《
商
工
費
》

植
村
委
員　
ト
ナ
カ
イ
観
光
牧

場
の
管
理
委
託
業
務
で
１
千
６

百
万
円
ほ
ど
予
算
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

伊
山
係
長　
ト
ナ
カ
イ
飼
育
業

務
８
百
99
万
円
。
安
心
生
産
農

園
に
支
払
っ
て
い
る
管
理
業
務

３
百
万
円
。
そ
の
他
は
運
転
経

費
。

吉
原
委
員　
サ
ロ
ベ
ツ
原
野
は

豊
富
町
と
幌
延
町
に
跨
っ
て
い

る
の
で
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

を
２
町
で
一
緒
に
管
理
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

伊
山
係
長　
確
か
に
共
通
の
観

光
資
源
で
は
あ
る
が
、
形
態
や

施
設
の
規
模
も
違
う
の
で
、
別

々
に
管
理
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

《
土
木
費
》

西
澤
委
員　
昨
年
、
町
道
幌
延

北
進
線
の
測
量
設
計
業
務
を
行

っ
た
が
、
今
年
度
は
予
算
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。
補
正
で
対
応

す
る
可
能
性
は
あ
る
の
か
。

若
杉
係
長　
平
成
30
年
度
に
つ

い
て
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、

で
き
る
限
り
早
い
段
階
で
着
手

し
た
い
。

無
量
谷
委
員　
橋
梁
か
ら
ボ
ッ

ク
ス
型
に
改
良
し
て
い
け
る
よ

う
な
橋
は
な
い
の
か
。

若
杉
係
長　
上
幌
１
号
線
と
中

問
寒
１
号
線
に
つ
い
て
は
、
新

た
に
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー
ト
橋

で
新
設
を
考
え
て
い
る
。

一
般
会
計
（
歳
入
）

吉
原
委
員　
町
税
の
滞
納
額
に

つ
い
て
、
収
納
で
き
る
見
通
し

は
あ
る
の
か
。

村
元
係
長　
ま
だ
何
ヵ
月
か
あ

る
の
で
、
収
納
率
を
伸
ば
せ
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

斎
賀
委
員　
産
業
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
研
究
棟
の

賃
貸
料
収
入
は
い
く
ら
に
な
る

の
か
。

角
山
主
幹　
研
究
室
は
、
年
２

千
６
百
47
万
円
。
事
務
室
96
万

円
。
管
理
室
96
万
円
で
、
合
計

２
千
８
百
39
万
円
を
計
上
し
て

い
る
。

一
般
会
計
（
総
括
）

鷲
見
委
員　
農
林
水
産
予
算
が

９
億
円
と
い
う
こ
と
で
、
公
債

費
を
除
い
て
ト
ッ
プ
に
な
っ
た

こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
。

野
々
村
町
長　
今
が
第
１
次
産

業
に
力
を
入
れ
る
べ
き
時
だ
と

考
え
て
い
る
。
今
後
の
農
業
基

盤
を
見
れ
ば
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
逃
し
て
は
な
ら
な
い
と
の

考
え
か
ら
こ
の
予
算
に
な
っ
た
。

植
村
委
員　
生
活
交
通
に
つ
い

て
、
町
長
は
執
行
方
針
の
中
で
、

簡
単
に
い
く
問
題
で
は
な
く
、

Ｊ
Ｒ
の
推
移
を
見
な
が
ら
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を
待

っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
並
行
し

て
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
。

野
々
村
町
長　
Ｊ
Ｒ
の
推
移
を

待
つ
と
か
で
は
な
く
、
同
時
進

行
で
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
担
当
と
業
者
間
で
、

あ
る
程
度
の
検
討
は
し
て
き
た

が
、
状
況
も
変
わ
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
で
、
議
会
と
協
議
を

し
な
が
ら
早
く
進
め
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
る
。

無
量
谷
委
員　
Ｊ
Ｒ
が
頻
繁
に

運
休
し
て
い
る
中
で
、
旭
川
か

カメラに接近するトナカイ
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